
宣 言 日 令和4年10月4日

住 所 熊谷市成沢1195

県内企業等の名称 株式会社ケーエムエフ　熊谷工場

代表者役職 氏名 代表取締役会長　小島　浩光

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

『継続的な従業員教育』
　技術力に応じて設定している、社内での
資格認定制度を制定・拡充し、生産効率を
向上させる。
＜2021年度＞
①資格保有者数：0人
②一人当たりの生産額（2021年=100%）

＜2030年に向けた指標＞

①120人　②2021年比　１９％増加

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①30人　②2021年比　９％増加

『高度外国人材の受け入れ』
　拠点のあるインドネシアをはじめ、多くの
国から高度外国人材（工学系大卒相当以
上）を社員として採用する。
＜202１年度＞
高度外国人材の雇用　1名/年

＜2030年に向けた指標＞

3名/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

2名/年

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

96,000枚/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

192,000枚/年

『紙の使用量削減』
　生産や事務処理の工程を工夫する他、電
子化を進めることで紙の使用料を削減す
る。

＜202１年度＞
コピー用紙の使用枚数　240,000枚/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

　当社は建設業界で使用するプレキャスト型枠のリーディングカンパニーとして世界のインフラ構築を
支えている他、様々な社会貢献「外国人従業員を技術者として採用・育成、環境に配慮した工場の建
設」等を行っております。この考え方は持続可能な開発目標（SDGｓ）と同じ方向を目指すものであり、
社員ひとりひとりが誠実に事業活動に取り組むことにより、ＳＤＧｓの達成に貢献してまいります。

株式会社ケーエムエフ　熊谷工場

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


